
① 土地、水その他の国土資源の利用及び保全（宅地、農地、森
林などの機能の発揮等、水循環を維持・回復、食料、木材資
源、エネルギー等の安定的供給）

② 海域の利用及び保全（水産資源、エネルギー等の安定的供
給、離島生活の維持）

③ 震災、水害、風害その他の災害の防除及び軽減（被災しても
人命が失われない、社会経済活動への影響を抑制）

④ 都市及び農山漁村の規模及び配置の調整並びに整備（生活
圏の維持、世界的都市間競争に勝つ、地方都市や中山間地
域で生活ｻｰﾋﾞｽ等が維持・確保）

⑤ 産業の適正な配置（国際競争力のある産業の創出・成長、産
業の成長・継続）

⑥ 交通施設、情報通信施設、科学技術に係る研究施設その他
の重要な公共施設の利用、整備及び保全（地域内・地域間・国
際間での交通の確保、情報通信手段を選択、科学技術の振
興・イノベーションの創出）

⑦ 文化、厚生及び観光に関する資源の保護並びに施設の利用
及び整備（文化芸術の継承、国内・訪日旅行の拡大）

⑧ 国土における良好な環境の創出その他環境の保全及び良好
な景観の形成（地球温暖化の防止、生物多様性や自然環境の
保全・再生、良好な景観の形成）

⑨ 横断的事項（誰もがあらゆる場で活躍できる社会）

＜法定計画事項（目指す価値）＞

今回議論頂く事項

○新たな国土形成計画の構造 〇国土形成計画の性格

（赤字部分） 資料７

達成された社会の
国土像

共通の視点

＜政策の方向性＞

デジタル田園都市国家構想
・デジタルによる補完・補強
・必要なリアルは確保

カーボンニュートラル
(2050年)

ローカルの
視点

人材の確保・育成
（女性活躍・関係人口）

適正な国土利用
防災・減災、
国土強靱化

インフラ（交通ネットワー
ク、情報通信）

機能の維持・確保：
地域生活圏

産業の国際的競争力

大都市の国際競争力

スーパー・メガリージョン

グローバルの
視点

○地域生活圏のイメージ


